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研究主題 国際社会に生きる人間としての資質を育成する授業展開の工夫

主 題 設 定 の 理 由 と 研 究 の 経 過

今 日の国際社 会 は、冷戦 構造の崩壊 、経済の グローバ ル化 な どによ り相互 依存 を一層深 め、

一方 では、地域紛争 、民族 対立、南北格 差な どの諸 問題 を抱 え複雑 に変 化 して いる。 こう した

現 代の国際社会 のなかで、国際協調 の精 神 に基 づ き、相互理解 や協力 、人 や文 化の交流 を推進

して い くことは、経済 的に大 きな影響力 を持 っ 日本 に とって、今後 ます ます重要 な課題である。

そ こで本部会 で は、平和 な国際社 会の実現 を 目指 し、歴史 に学 びっっ、現代 の国際社会 の課

題 を的確 に把握す るとともに、異文化 に対 して寛容 な心 を もつ生徒 の育成 を 目指 し、 「近 代 に

お けるア ジア との国際関係 と民 間交 流」 「現代 の国際的課題 と歴 史的背景」「日本 におけ る文化

受容 」 の三っ の視点 か ら研 究主題 に取 り組 む ことに した。

1近 代 にお けるア ジアとの国際関係 と民 間交流

明治維新以降 の 日本 の近代化 は、 日本 を欧米諸国 と同等 の地位へ 引 き上 げよ うとす るもので

あ ったが、 ア ジア近 隣諸 国に対 して は、欧米諸国 と同様 、権益 の拡大 の対象 と して強圧的 な姿

勢 を とる結果 とな った。また、 日中 ・太平洋戦争 などでは、ア ジアな どの人 々 に対 して多 大 の

惨 禍を もた らした。 この ことは、今 日もア ジア近隣諸国 な どか ら問題 に され ることが多 い。一

方、 ア ジア近 隣諸 国 との政 治 ・経 済 ・文 化の交流 は一層活発 にな り、真 の友好 に基 づ く国際 関

係 を築 くことが強 く求 め られて いる。そ こで、 この グル ープでは、過去 の歴 史的事実 に対 す る

認識 を深 め るとともに、 ア ジア近隣諸 国 との友好 に努力 した人物 の姿 に注 目 し、平和 で民 主 的

な国際社会 の実現 に貢献 で きる生 徒を育成 す る授業展開 の工夫 を試 みた。

II現 代の国際 的課題 とその歴史 的背景

19世 紀以降 、近代世界 システムの世界 各地 への浸透 は、ア ジアを世界 資本主 義体制 に組 み込

ん でい った。 その結 果、 アジアで は既存 の伝統 的社会 が変質 し、貧 困や民族対立 などを は じあ

とす る、現代 の国際社 会が抱え る構造 的課題 がみ られ るよ うにな った。そ こで この グル ープ で

は、現代 の国 際社 会が抱 え る課題 の歴 史的背景 な どに着 目 し、「フ ィ リピ ンの独立 運動 と経 済

的困窮」「フ ィリピン革命 にみ られる国民国家観」「資本主義形成期 にお け る貧 困」 「フ ィ リピ

ンの都市問題 とその背景 」の四っの テーマを通 して、国際 的課題 の本質 を構造 的 に把握 させ る

と ともに、主体的にその解決 に取 り組 もうとす る態度 と能力を育成す る授業展開の工夫 を試 みた。

皿 日本 における文化 受容 一 身近な素材を通 して 一

人 の国際化 が進展 す る日本 にお いて、望 ま しい国際交流 の推進 を図 るために は、異文化 に対

して偏見 や差別感 を抱 くことな く、全ての文化 が価値 を もっ ことを認識 で きる生 徒 を育成 す る

ことが必要 であ る。そのため には、 日本 の文化 を世界 的な視野 か ら多面 的 に見直す とともに、

日本 の文化が世界 の諸地域 の文化 の影響 を受 けて形成 されて きた ことを理解 す る ことが大 切 で

あ る。 そ こで この グループで は、「花 と日本人」「飲茶 の習慣 を通 してみた 日本 と新彊 ウイ グル

自治区」「豊 臣秀吉の朝鮮出兵 とや き もの」「『なれず し』の伝播 と 『握 りず し』 の誕生 」「日本

にお ける西洋 ス ポー ッの受容 」の五つ のテ ーマを取 り上 げ、 日本 の基層文化 の重 層性 にっ いて

の理解 を深 めさせ る授業展 開の工 夫を試 みた。
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1近 代 にお けるアジアとの国際関係 と民間交流

1.幕 末 か ら明治期 における 日本人 のア ジア観

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 明治期 、 日本 と近 隣ア ジア諸 国 との国際関係 は大 き く変 化

し、また、その背景 には、日本人 のア ジア観 の変化 が存在 した。鎖 国下 の江戸時代 、朝 鮮 通

信使 は現 在の国賓同様 の扱 いを うけ、対等 の国家意識 が存在 した。 しか し、欧米列 強の ア ジ

ア進 出 は、 日本人の ア ジア観 の転機 とな り、 また、明治期 の脱亜入欧 の思想 や近代化 の進 展

は、朝鮮半 島な どアジアに対す る優越感情 などを醸成 させ、 日本人 のア ジア観を変化 させた。

そ こで、幕末 か ら明治 にか けての 日本人 のア ジア観 の変化を、岩倉遣外使節 団 と この一 員 と

して フ ランスに留学 した中江兆民 とのア ジア観 の違 いを通 して理解 させ、現代 の国際社 会 の

基 本理念 であ る主権 国家間の対等 と平等 にっ いて認識を深 あさせ る ことをね らいと して 、本

教 材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本 時 は、3時 間構成の第2時 限 にあたる。第1時 限 では、文禄 ・慶長 の

役 か ら幕末 までの 日本 と朝鮮半 島 との関係 を理解 させ る。本時で は、 「特命 全権 大 使 米欧 回

覧実記 」及 び中江兆民 の著述 を取 り上 げ、岩倉遣外使節 団の歴 史的背景 や意義 を理解 させ る

とともに、留学生 と して これに参加 し、後 に明治政府 の外交方針 を批判 した中江兆民 の考 え

方 を考察 させ る。第3時 限 では、福沢諭吉 をは じめ とす る明治初期 の欧米 思想 の紹介者 た ち

にっ いて学 習 させ る。 学 習指導 要領 で は、 「日本史A」 の 「(4>近代 日本 の形成 と展 開 」 の

「ア 欧米文化 の導入 と明治維新」、「日本史B」 の 「(5)近代 日本 の形成 とア ジア」 の 「ア

欧米文化 の導入 と明治維新 」で扱 う。

(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導
・前時 の復 習 ○江戸時代か ら明治期の 日本 と朝鮮半 島など近隣 ア ・年 表

など ジア諸 国 との関係の変化を概観す る。 ・絵 「通 信使 の行

入 列」

・岩 倉遣外使 ○岩倉遣外使節団が欧米に派遣 された歴史的意義や ・絵 「岩倉 大使欧

節団 背景 を理解す る。 米派遣」

展 ・使節 団の足 ○使節団 の足 どりを地 図を利用 して知 り、また、そ ・資料地図 「使節

ど り の記録 であ る 「特命全権大使米欧 回覧実記」 を通 し 団 の足 ど り」

て使節団 が欧米 で見聞 した ことやエ ピソー ドな どを ・資料 「米 欧回覧

知 る 。 実記 」

・使 節 団 の ア ○使節 団が帰国す る途中、 ア ジアの植民地 の実態 を ・資料 「米欧 回覧

ジア観 見 て、 日本の近代 化をすすめ ア ジアの後進性か ら脱 実記」

け 出 そ う と感 じた こ とを理 解 す る。
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・留学 中の中 ○パ リの映像を見なが ら、中江兆民 の留学 中の生活
・VTR「 パ リ右

江兆民 の様子や行動を理 解す る。 岸 」

・中江 兆民の ○中江兆民が独 自の外交論 を展 開 した ことを理解 す ・資料 「論外交」

ア ジ ア観 の る 。 「自由新聞」

開 形成 ○中江兆民 は留学中、当時のパ リの庶民層 の人た ち

との交流 などを大切 に し、岩倉 使節 団 とは異 な った

国際感覚を身 にっ けたことを理解 す る。

福沢諭吉と中 ○明治18年 に福沢諭吉の脱亜論 が発表 された ことに ・資料 「脱亜論」

ま 江兆民 よ り、脱亜入欧の考え方が多 くの人 たちに影響 を与

と え た ことを 理 解 す る。

め ○中江兆民の思想 な ど、脱亜入 欧の考 えに対 す る批

判 が あ っ た こ とを 理 解 す る。

(4)評 価の観点 ①明治期 の 日本 と近隣 ア ジア諸国 との外交関係 の変化 の背景 に は、 日本 人

の ア ジァ観 の変化 があ った ことを理解 で きたか。②岩倉遣外使節団 が果 た した役割 や意義 が

理解で きたか。③留学生 として岩倉遣外使節団 に参加 した中江兆民 が、使節 団 とは異 な った

ア ジア観 を形成 した背景 を理解 で きたか。

(5)指 導上の留意点 ①写真 ・VTRな どの視聴覚教材 を効果的 に活用 す ることによ り、 実

感的 に理解 で きるよ う配 慮す る。②明治期初期 の日本 への欧米思想 の紹介 にっいて は、様 々

な考 え方 があ った ことを多面 的に把 えさせ るよ う留意す る。

2.明 治後期～大正初期 の 日中民間交流 にみ る日本観 と中国観

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 今 日、ア ジア諸国 は、 日本 に対 して多 くの留学生を派=遣し、

日本 の経済発展 などに学 ぼ うと してお り、 日本への期待感 は高 い ものがあ る。 日清戦争 直後

に も中国 において 日本へ の留学熱 が高 ま った ことが ある。 また、 この時期 に は、孫文 を は じ

あ中国 の革命運動 に身 を投 じた人 々が日本 に多数亡命 し、宮崎酒天 など中国問題 に関心 を持

っ様 々な立場 の人 々 と盛 んに交流 した。 しか し、近代化 の模範 とア ジアの連帯 を求 めて 来 日

した中国人留学生 ・亡命者 の期待 は、 日露戦争 の勝利 を契機 とす る 日本 の帝 国主 義 の進 行 に

伴 い、批 判 と反発へ と変化 した。そ こで、明治後期か ら大正初期 の中国人留学生 ・亡命者 の

日本観 の変化 と日本人 の中国観 を理解 させ る ことを通 して、 ア ジア諸国 との真 の友好関 係 に

っ いて考 察を深 め ることをね らい として 、本教材を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本時 は、4時 間構成 の第4時 限 にあたる。第1時 限 では 「日清戦争 と中

国分割 」、第2時 限では 「日露戦争 と戦後 の国際関係 」、第3時 限 では 「第一次世 界大戦 と 日

本 の中国進出」を取 り上 げる。本時で は、 日清戦 争直後か ら五 ・四運動 までの期 間 に、 日本

を訪 れ た中国人留学生や亡命者 の日本観 とその変化、 また、彼 らと積極的 な交流 を もち、 ア

ジアの近代化 を構想 した 日本人 の中国観 にっ いて理解 させ る。特 に、 日本 が脱亜 と帝国主 義

へ と転 換す る この時期 に、 アジア近隣諸国 との国際関係 にお いて、民主 的な連帯 を めざそ う
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とす る思想や運動 があ った ことを、宮崎酒天 と孫文 の交流 を通 して考察 させ る。学 習指 導 要

領 で は、「日本 史B」 の 「(5)近代 日本 の形 成 とアジア」 の 「ウ 国際 関係 の推 移 と近 代 産 業

の発展 」で扱 う。

(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考
一

導
・前 時 ま で の ○ 日清戦 争か ら第一次世界大戦 までの 日本 のア ジァ ・ ワ ー ク シ ー ト

復習 に対する外交政策を帝国主義への進行を示す諸事項

入 を 中心 に、 ワ ー ク シー トで作 業 して 確 認 す る。

・中国人留 学 ○中国人留学生 ・亡命者 の来 日目的 と日本観 にっ い ・資料 「中国留 学

生 ・亡命者 の て、清国政府 の 「中体西用」政策、 また、中華思想 生 史談 」 「三 十 年

動向 か らの脱却 をめざす社会 的背景 を関連 させて理解す 日記(清 国人 日本

る 。 留学 日記)」 「日本

展 ① ア ジアにお け る近 代化 の先 駆者 と して の 日本 留 学 精神 史 」 「留

(西 洋文明 を学ぶ たあの 日本)に っ いて 日回 顧 」 「近 代 日

② 中国 の民族 独 立 ・民主主 義 確立 の た あ の 日本 中交 渉史 話 」 「孫

(孫 文 の 「大 ア ジア主義」講演 と日本 の反応)に 文選 集」

っ い て ・資 料 「ア ジ ア と

・日本 人 の 中 ○ 「大東亜共栄圏」構想へ とっ なが り 「ア ジァ主義」 近 代 日本 」 「近 代

国観 と総称 され た様 々な外交論 を通 して、 日本人 の中国 日本 の中国認識 」

観 を、民権論 か ら国権論 への変質 と帝国主義 の進行 「三 十三年 の夢 」

開 に伴 う国内情勢 を関連 させ て理解す る。 「中国 ・朝鮮論 」

①弱小民族 を併呑す る 「ア ジア主義」 にっいて

②帝国主義からの被圧迫民族の解放 と平等を実現

す る 「ア ジア主義」'(宮崎 浴 天 の世 界民 主 化革 命

思 想)に つ い て

ま
・ア ジア諸 国 ○民主的 で平和 的な アジア世界 の形成 に尽 力 した人

一

・資 料 「二 っ の 顔

と と日本 との相 々の足跡 を通 して、真 の友好 に基 づいた国際関係 に の日本人」

め 互協力 つ い て考 察 す る。

i
(4)評 価 の観点 ① 明治後期か ら大正初期 に来 日 した中国人留学生 や亡 命者 の期待 と脅 威 な

どが交錯 した複 雑 な日本観を理解 で きたか。②帝国主義 の進行す る日本 にあ って、 ア ジア諸

国 との連帯 や民主 化 に奔走 した人 々の思想や行動 にっ いて理解 できたか 。

(5)指 導上 の留意 点 ① 論説や書簡、滞在 日記 などの難解 な表記 につ いて は、現 代語訳 した

資料 を提示す るよ う配 慮す る。②論説 などの解釈 に当た って は、様 々な立場の解釈を提示 し、

一面的 な解釈 に陥 らないよ う配慮す る。
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3朝 鮮半島か らの労働者 の移住 と日本社会

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 人 の国際化の進展 に伴 い、 日本 で生活 す る外国人労働 者 は

増加 して いる。 この国際化す る日本 にあ って、生活文化 の違 いな どによ る、外国人労働者 に

対 す る差別観 や偏見が問題 になることが ある。 こう した問題 は、現在 だけで な く、過去 の 日

本社 会に も存在 した。韓国併合後、朝鮮半 島か ら労働者 が移住 して きた時期、 日本人労 働者

の経済 的 な危機意識や、生活様式 に対す る無理解 な どが きっかけにな り、関東大震災 の混乱

のなか で、殺害事件 が生 じた ことな どがあげ られ る。そ こで、関東大震災 を事例 として、韓

国併合後 の朝鮮半 島か らの労働者 の移住 を、 日本社会 がど う受 け とめたのかを考察 させ 、 ま

た阪神 。淡路大震災 時の救援活動 において、各 国の人 々が相互 に協力 した姿 を理 解 させ る こ

とを通 して、民族共生 の在 り方 を考 え させ ることをね らいと して、本教材 を取 り上 げた。

(2}本 時 のね らい 本 時 は3時 間構成 の第2時 限 にあた る。第1時 限 で は 「戦 後恐慌 か ら金

融恐慌」、第3時 限で は 「金解禁 と世界恐慌」 を扱 う。本 時で は、韓 国併 合 後 の朝鮮 半 島 か

らの労働者 の移住 を 日本 の社会 がどのよ うに受 け とめたのか を、 日本 の植民地 政策 と経 済 的

背景か ら考察 させ る。また、関東大震災 の混乱 のなか にあ って 、朝鮮半 島か らの労働者 の側

に立 って発言 、行動 した 日本人 がいた ことを理解 させ るとともに、阪神 ・淡路 大震災 にお け

る各国 の人 々が相互 に協力 した姿 か ら、国際社会 に生 きて い く人間 としての認識 を高 め させ

る。学習指導要領 では、「日本史B」 の 「6両 世 界大戦 と日本 」 の 「ア 第 一 次世 界 大戦

と日本 の経済 」で扱 う。

(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導
・在 日外国人 ○外国人登録者数の推移 、国籍 別外国人登録者数 、 ・資料 「小金井 市

労働者の現状 外国人意識調査 などか ら、在 日外国人労 働者 の現状 在住外国人意識調

入 と問題点 と問題点 を理解す る。 査」

・韓国併合 と ○韓国併合後の土地調査事業、産米増殖運動などに ・年 表
、 グ ラ フ

労働者の移住 よ り、農民 などの没落が進 み、大戦景気 にわ く日本

へ移住す る人 々が多 くなった ことを理解 す る。

展 ・日本 社 会 へ ○戦後恐慌期、企業が朝鮮半島からの労働者を低賃

の影響 金 で雇 い入れた ため、 日本 人労働者 のなか に危機 意

識 と差別意識が高 まって いったことを理解 す る。

・関東大震災 ○関東大震災の混乱のなかで殺害事件 が起 こった こ

のなかでの事 と を知 る。

件 と事件へ の ○関東大震災直後の地方新聞が偏見を持 った報道を ・資料「荘内新報 」

批判 行 い、人 々が不安 と恐怖 を抱 いた ことを知 る。 「下越新報」

○横浜鶴見警 察署長大 川常吉 の決 断によ って、多 く ・資料 「神奈川 県

開 の人命が救われ、第二 次世 界大戦後 、顕彰碑 が建立 警察史」「顕彰碑 」

さ れ た ことを 知 る。 ・写 真
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0弁 護士山崎今朝弥が事件を謝罪すべきだと主張 し ・資料 「地 震 ・憲

た ことを知 る。 また事件の背景 に ある植民地 政策 を 兵 ・火 事 ・巡 査 」

批判 し、朝鮮半 島の独立 を論 じた ことを理解 す る。

ま
・諸外 国の人 ○阪神 ・淡路大震災 にお ける在 日外国人の被 害を調 ・ 「神 戸 新 聞 」

々 との国籍 を べ、そ こで の救援 と協力の様子 な どか ら、人の国際
と

越えた共生 化の進展す る日本の なかで、諸 外国の人 々と共生 し
あ

て い くこ と の意 義 を 考 察 す る。
し

(4)評 価の観点 ①朝鮮半 島か らの労 働者 の移住 の背景 を、 日本 の植民地政策 や当時の経 済

状況 か ら理解す ることがで きたか。② 経済的な対立 や異 な る生 活文化へ の不寛容 が、偏 見 や

差別を生 み出 した ことを理 解す ることがで きたか。③人の国際化の進展す る日本 のなか で、

共 生 の努力 の必要性 を理 解す ることがで きたか。

(5)指 導上の留意 点 ① 当時の新聞 などの資料を通 して、朝鮮 半島か らの労働者 の移 住 に よ

り起 こった問題 を具体 的 ・実感的 に理 解 させ るよ うに配慮す る。②関東大震災 のなかで起 き

た事件 などにっいて は、その社 会的背 景や現代的意 味 に も触 れ説 明す るよ うに配慮 す る。

4.国 際法か らみた 日中開戦 について

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 現代 の国際社 会にみ られ る様 々な国際紛争 は、 国際法上 の

正 式 な戦争 として扱 われ ることがない。1937年 の盧 溝橋 事件 に始 ま る日本 と中国 との戦 争 に

っ いて も、 当時 の 日本政府 が 「支那事 変」 と称 した ことか らも知 られ るよ うに国 際法上 の正

式 な戦争で はない。 これは、戦 時国際法 にお いて、宣戦布告 によ る正 式 な戦争 では、中立 国

か ら戦争当事国 への軍需物 資の輸 出が禁止 されたたあであ る。そ こで、国際法上 の平 時 と戦

時の規定 にっ いて理解 させ ることを通 して、現代 の国際社会 で起 こって いる紛争 と呼ば れて

いる武力衝突 にっいての認識 を深 め ることをね らい と して、本教 材を取 り上 げた。

② 本時のね らい 本時 は、3時 間構 成の第2時 限にあた る。第1時 限で は、山海 関 占領 か

ら第二次国共合作 に至 る時期 の 日中関係、第3時 限で は、南 京 占領か ら第一次近衛 内閣総 辞

職 までの 日中戦争 の推移 を扱 う。本 時で は、「開戦 二関 スル条約」 を説明 し、開戦 法規締約 、

批 准後 の事例 と して第一次世 界大戦 への参戦 や二十一 か条要求 にっ いて理解 させ る。 また、

盧溝橋事件以降 、両 国が国際法上 の戦争 と しなか った理 由を 「海 戦 ノ場合 二於 ケル中立 国 ノ

権 利義務 二関 スル条約」 な どによ って理解 させ る。 さらに、近 衛首相 による 「爾後 国民政 府

ヲ対手 トセス」 との声 明が 「事変」の短期終結 を困難 に した ことなど、 「事 変 」 中 の外交 に

っ いて理解 させ る。学習 指導 要領で は 「日本史A」 の 「(4)近代 日本 の形成 と展開 」の 「オ

両 大戦を あ ぐる国際情勢 と日本」、 「日本史B」 の 「㈲両世界大戦 と 日本 」 の 「ウ 第二 次

世 界大戦 と 日本」 で扱 う。

(3}展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考
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。日中戦争勃 ○広田弘毅内閣の総辞職か ら、林銑十郎 内閣 の成立 、
・年 表

導
発前の情勢 総辞職 、第一次近衛 文麿内閣の成立 に至 る国内の政

入 治情勢 を理 解す る。
一

・盧溝橋事件 ○盧溝橋事件の勃発 と、 これについて現地軍 が休戦 ・資料 「東京朝 日

協定を結んだにもかかわらず近衛内閣が華北派兵を 新聞」記事

決定 したことを理 解す る。

・開戦 法規 ○ 「開戦 二関 スル条約 」を紹介 し、開戦 には宣戦布 ・資料 「開戦 二関

展 告か最後通牒が必要であ ることを考察 す る。 スル条約」

・戦 争 で な く ○ 日本 と中国の両国が宣戦布告 を しなか った ことに ・資料 「海戦 ノ場

事変 と した理

由

っいて、「中立国 ノ権利義務 二関 スル条約」を通 して、
●

中立国か らの軍需物 資の輸 入が不可欠 な 日中両 国の

合 二於 ケル中立 国

ノ権利義務 二関 ス

事情を理 解す る。 ル条約」

・華 中 へ の拡 ○近衛内閣 による 「暴支麿 懲」声 明によ り、 日本 は ・資料 「東京朝 日

大期 の内閣 の 中国を事実上の敵国 とみなす ことにな った ことを理 新聞」記事

対応 解 す る。

開 ・ 「国民政府 ○近衛首相 の声明 「国民政府 ヲ対手 トセ ス」を示 し、 ・資料 「東京朝 日

ヲ対手 トセス」 この声明が両国大使の引 き揚げを生 じさせ、 日中戦 新聞」記事

争 の収拾を困難 に したこと、 また、中国国民 を敵視

して いないとい う政府の見解 と矛盾 して いた ことを

理 解 す る。

・日中戦 争 の ○ 日中戦争 は国際法上の正式な戦争 とは いえな いが

ま

と

め

性格 事実上 の戦争で あった。 また、陸軍 が始めた戦争 と

はいえ、 日中戦争長期化 に は近衛 内閣 の対応 に大 き

な責 任が あった ことを理解 す る。

(4)評 価の観点 ① 日中戦争 の国際法上 の位置づ け と、 日中両国が宣戦 をせず 「事変」 と し

た理 由を理解 で きたか。② 日中戦争 の本格化 には、近衛内閣 の中国政策 によ るところが 大 き

か った ことを理解 で きたか。

〈5)指 導上の留意点 ①国際条約 にっいては、資料 の読み取 りに十分時 間を取 るなど して、

条 約 の内容 にっ いての理解 を深 あ させ るよ う配慮す る。②新聞記事 の資料 につ いて は、 資料

の意味 を正確 に理解 させ るよ う配慮 す る。

5.日 本軍政下 の シンガポールにおける民間交流

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 中国 との戦争 が長期化す る と、 日本 はその打 開策 を南 方進

出に求 め、英米 など連合国 との戦争 に踏 みき った。 この戦争 で、 日本 はア ジア近隣諸国 の 多

くの地域 を軍政下 にお き、多 くの人 々に惨禍 を もた らした。 しか し一方 、戦 時下の もと、 シ

ンガポールにおいて、 日本 の科学者 たちが博物館 と植物園 を守 るために英国の科 学者 た ち と
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協力 し合 うな ど、 日本の民間人 の中 には、その立場を越 えて対戦国の国民 との友好 に努 め た

例 も多 くあ った。 そこで、 日本軍政下の シンガポールにお ける日英の友好 、協力 を事 例 と し

て、人類愛 に基 づ いた民主的で平和的 な国際関係の実現 に努 めることの重要性 にっ いて考 察

を深 あ させ ることをね らいと して、本教材を取 り上 げた。

② 本 時のね らい 本時 は 「太平洋戦争 とアジアの民衆 」を テーマと した授業 の中で取 り上

げ、3時 間構成 の第3時 限 にあたる。第1時 限で は 「第二次世界大戦 の勃発」 を、第2時 限

で は 「太平洋戦 争 の勃発 と戦局 の推移」を扱 う。本時で は、 日本の軍政下 におかれ た シ ンガ

ポールを題材 と して、 ア ジアを欧米 の植民地支配か ら解放 し 「大東亜共栄圏」 の建設 を 名 目

と して行 われた戦 いが、実際 には、 ア ジア諸民族 に多大な惨禍を もた らした ことを理 解 させ

る。また、敵対 す る関係 にあ りなが ら、 マ レー半島の歴史 と文化 の貴重 な宝庫 であ る博物 館

と世界屈指 の熱帯植物園を守 るたあに協力 しあ った人 々が いた ことを理解 させ る。学 習 指導

要領 で は、「日本 史B」 の 「⑥両世 界大戦 と日本」 の 「ウ 第二次世界 大戦 と日本」 で扱 う。

(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導 ・前時 の復習 ○ シ ンガポー ルな ど、 日本 の占領地域 を地 図上 で確 ・地図 「日本軍 占

入 認 す る。 領地図」

・ シ ン ガ ポ ー ○ シ ンガ ポ ー ル の歴 史 を概 観 し、 この 島 が イ ギ リス ・年 表 、 写 真 「シ

ルの歴史 のア ジア最大 の拠点 であ った ことを理解 す る。 ン ガ ポ ー ル 」

・日本軍政下 ○ 日本軍政下 の シンガポールの実態 を理解 す る。

の シ ン ガ ポ ー ① イギ リスの植民地支配 か ら日本軍 占領 によ って ・資 料 「シ ンガ ポ

展 ル 昭南 島 と改称 され、以後3年6ヵ 月 の間、 日本軍 一ルの歴史教科書」

政 下 に お か れ た こ と。

② 日本 軍 に よ って 、 シ ン ガ ポー ル在 住 の多 くの 中

国人 が 、 「抗 日分 子 」 と して 殺 害 され た こ と。

③ 日本軍 の軍 用手票(軍 票)の 濫発 に よって、米 ・写 真 「郡 票 」

の値段 が3年6ヵ 月 の間に約150倍 に高騰 す るな

ど 、激 しい イ ンフ レが お きた こ と。

・昭南博物館 ○ 日本 の軍政下 で、昭南博物館 および植物 園が略奪 ・資 料 「思 い出 の

をあ ぐる日英 と破壊 の危機 にみまわれた ことを知 る。 昭南博物館」

民間人の協力 ○館長 ・園長 にな った田中館秀三 らは、戦争 中 とい

開 う極 めて困難 な状況 の中で、献身 的な努力 を し博物

館 と植物園 を守 り抜 いた ことを理解す る。

0イ ギ リス人科学者 は解放 され、 そのまま研究 を続 ・写 真 「国立博物

けた こと、資料 や文献 は散逸 を免 れ、 日本 の敗戦後 館 」「植物 園」

は元の ままで返還 され た ことを理解す る。
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1 ・日本 と ア ジ ○ 日本 の軍政下 で、戦争 当事国 の日英 の科学者 が敵

ま ア諸 国 との交 味方 であ りなが ら協力 しあった事実を理解 し、今後、

と 流 、連帯 アジア諸 国 とどのよ うに連帯 して い くべ きかを考察

め す る 。

r

(4)評 価の観 点 ① 日本軍政下 の シンガポールを通 して、 日本 の占領下 におかれ たア ジアの

地域 の実 態が理解 で きたか。② 日本軍政下 の中で、文化財 と学 問を守 るために努力 した 日本

人科学者 とイギ リス人科学者 たちの連帯 とその功績 を理解 す ることがで きたか。

⑤ 指導上 の留 意点 ①資料、写真な どを活 用 して、 日本軍政下 の シンガポールの様子 を 実

感 的に捉 え させ るよ う配慮 す る。②具体 的事例 をあげ、戦争 当事国 の国民相互 の協力 が いか

に困難 であ ったかを理 解 させ るよう配慮 す る。

6朝 鮮半 島の人々 との交流に貢献 した 日本人

(1)教 材 と して取 り上げた理 由 大韓民 国 ・朝鮮民主主義人民共和 国 は日本の隣国 であ り、

古来 よ り日本 と密接 な関係 にあったが、近代 においては、植民地支配 ・被 支配 とい う歴 史 を

経験 した。韓 国併合後の 日本の植民地政策 やそれによ って引 き起 こされた諸 問題 を認識 す る

こと、 また、朝鮮半島の人々 との友好 に貢献 す る生 き方 を した人物 が存在 した ことを知 る こ

とな どは、 これか らの国際社会 に生 きる人間 と しての資質 の育成 に大切 であ ると考 え、本教

材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本時 は、5時 間授業 の第5時 限にあた る。第1時 限で は、大韓民 国 の史

跡 ・博物館 の紹介を通 して、朝鮮半 島 と日本 との関係 を概観 させ る。また、現在 の大韓 民 国

にお いて、植 民地時代の 日本の諸 政策 や抗 日運動家 が どのよ うに評 価 されて いるか を理 解 さ

せ る。第2時 限で は強制連 行、従軍慰安婦 、B・C級 戦犯 な どを学習 させる。第3時 限では、

福沢諭吉 や伊藤博 文の言説 を通 して 日本 の植民地支配 の背景 にあ った思想 を理 解 させ る。 ま

た、伊藤博 文を殺害 した安重根が どのよ うなア ジア観 を持 っていたかを理 解 させ る。第4時

限 で は、「朝鮮半 島の人 々 との交流 に貢献 した日本人(1)」 と して 、安 重根 と交流 を持 った 日

本人看守 の千 葉十七 と、朝 鮮文化の価値 につ いて、柳宗元 に示唆 を与 え た工 芸研究家 の浅 川

巧 について学 習 させ る。本時で は、「朝鮮半島 の人 々との交流 に貢献 した 日本人② 」 と して 、

禺長春 と李 方子 にっ いて学習 させ る。学 習指導要領 では、「世界史A」 の 「(4)現代世 界 と 日

本」 の 「ウ 民 族主 義 とアジア ・アフ リカ諸 国」 で扱 う。

(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導

入

・前時の復習 ○千葉十七 と浅川巧の生涯をふ りかえ り、彼 らが ど

のよ うに友好 に貢献 したのか確認 す る。

・ ワ ー ク シ ー ト の

配 付

・萬長春 の生

い立 ち

○閾妃殺害事件 に関係 した軍 人の父 と亡 命後知 りあ

った日本人 の母 との間 に生 まれ、母 の手 によ って 日

・写真 「明成皇后

遭難之地碑 」
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本 で育 て られた長春 の生 い立 ちを知 る。

・長春 の渡韓 ○農学博士 とな り育種 業界 で活躍 して いた長春 が大 ・資料 「長 春 の渡

展 と農業指導 韓民 国でお こった招聰運動 に こたえ、第二 次世 界大 韓後の談話 と臨終

戦後 間 もな い時期 に渡韓 した ことを知 る。 の言葉」 「禺長春

○長春 が家族 を 日本 に置 いて大韓民 国に渡 ろうと決 博士追悼文」

意 した理 由を考 え る。

○長春 が、大韓民国で は教科書 に取 り上 げ られ るほ

ど高 く評 価 され て い る こ とを知 る。

・李方子 の結 ○梨本 宮家 に生 まれ李朝王子李恨 と結婚 し、皇 族の ・新聞 「李 王家 の

婚 一員 と して過 した戦 前の方子 を知 る
。 御慶事」

・方子 の渡韓 0戦 後 、方子が夫 とともに大韓民 国 に渡 り、福祉事 ・資料 「李 方子 自

開 と福祉事業 業 に従事 したことを知 る。 伝」「晩年 の韓 国

○方子 が、大韓民国で の永住を決意 した理 由を考え での方子 」

る 。

○方子 に よる福祉事業 などの活動 に対す る様 々な評

価 を通 して、 日韓 関係の現状 にっ いて理解 す る。

ま ・民間交流 の ○長春 や方子 な どは、国策 的な立場 か らで はな く、 ・興 味 を 持 った 人

と 役割 民間 にお ける一個人 として大韓民 国の人 々 との友好 物 にっ いての感想

め
に貢献 した ことを理解 す る。 文の作成

(4)評 価 の観 点 ① 萬長 春、李方子の生 き方を通 して、国際社会 におけ る民 間交 流 の果 た す

意義 にっいて理 解で きたか。②時代 にお ける政治状況が個人の生涯 に大 きな影響 を与え た こ

と、 また、真 の友好 に基 づ く日韓関係の在 り方 にっ いて考察で きたか。

(5)指 導上 の留 意点 ① 写真 ・談話 ・新聞記事 などは、萬長春 、李方子 の生涯 が実感的 に把

え られ るよ う、構成 を工 夫す る。②感想文を書かせ るにあたって は、 あ らか じめ着 目点 を説

明 して お く。

皿 現代の国際的課題と歴史的背景

1資 本主義形成期 における貧困

く1)教 材 と して取 り上 げた理 由 日清 ・日露戦争 の前後の時期 は、明治政府 の殖産興 行政 策

を土 台 と して、金融制度 の確立 や産業基盤 の整備 も伴 い、産業革 命が軽工業か ら重工 業 へ と

進 展 し、資本主義 の基礎 が確立 してい った時期 であ る。 また、 この時期、 日本 の産業構 造 の

変 化 によ り、農村 か ら都市 への人 口流 入が著 しくな るとともに、農村 か ら海外へ の移民 も生

じた。そ こで、明治時代 の都市 の貧民 問題 と移民 を事例 と して取 り上 げ、資本主義形成 期 に

おけ る貧 困の社会的背景 にっ いて理解 を深 めさせ る とともに、現代 の国際的課題 であ る貧 困

問題 にっ いて考察を深 ある ことをね らい として、本教材 を取 り上 げた。
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(2)本 時 のね らい 本時 は3時 間構 成の第2時 限にあた る。第1時 限で は、 日清 ・日露 戦争

の前後 の時期 におけ る資本主義 の確立 と寄生地主制 の広 が りにつ いて理解 させ る。本時では、

農村か ら都市へ の人 口流 入 による貧民 問題 につ いて東京 を事例 として理解 させ る。 また、 ベ

ンゲ ッ ト移民 を取 り上 げ、貧 困 に起 因す る問題 として移民 にっいて理解 させ るとと もに、現

代 の国際社 会にお ける外国人労働 者の問題 について も考察 させ る。第3時 限で は、労働 問題

や社会主義運動 にっいて理解 させ る。学習指導要領 では、「日本 史A」 の 「(4)近代 日本 の形

成 と展開」 の 「ウ 近代産業の発展 と国民 の生活」、「日本史B」 の 「(5)近代 日本の形成 とア

ジア」 の 「ウ 国際関係の推移 と近代産業 の発展」 で扱 う。

(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導
・農村 での寄 ○前時の復習をす るとともに、農村 での寄生地主制 ・ 「小作農 の増加

生地主制の広 の広が りによって、生活 に困窮 した小作農 が職 を求 に関す る表」

入 が り めて都市 に流入 した ことに着 目す る。

・東 京 の 人 口 ○ 日露 戦争の前後の時期 にお ける東京 の人 ロ増加 が ・ 「東 京 の人 口 動

増加 他県か らの流入 によ ることが多い ことを通 して、寄 向」

生地主制 の広 が りを理解す る。 ・ 「宿泊延べ人数」

・貧民 問題 ○急激 な人 口増加 に対 して、工業化 が追 いっかず、 ・ 「東京 の工場数」

展 労働力を受 け入れ きれなか った ことを理解 す る。 ・ 「東 京 の工 場 の

○資本主 義形 成期 の東京 にお ける貧民 問題 について 日給」

考 察 す る。 ・ 「細 民 の家 賃 」

①東京 の工場労働者 の低賃金 にっ いて ・ 「長 屋構造図 」

② 「共 同長屋」「木賃宿」 などの住環境 につ いて ・ 「海 外で の賃金

・移民 の背景 ○都市労働者 の貧 困につ いて理解す るとと もに、 日 に関す る表」

本 と海外 での賃金格差 を通 して、高額 の賃金 を求 あ ・ 「海 外移民数 」

開 て海外 への移民 が行 われた ことを理解す る。 ・ 「到着 移民 の況

・ ベ ン ゲ ッ ト ○ フ ィ リピ ンへ の ベ ンゲ ッ ト移 民 か ら移 民 の様 子 や に関す る表」

移民 問題点 を理解 す る。 ・ 「ベ ン ゲ ッ ト移

民 の死 亡者 数」
一

・資本主義形 019世 紀 よ り資本主義的世界 システムにア ジアが組

ま 成 の過程 と貧 み込 まれてい く中で、欧米型 の資本主義経済を築 こ

と 困 うとす る日本 の社会 に生 まれた構造的 な問題 の一っ

め が貧 困 で あ った こ とを考 察 す る。

・現代 の問題 ○現代 の発展途上国 の貧困 や外国へ働 きに行 く労働 ・ 「国別労働力送

者 の問題 と類似す る側面が あ った ことを考察す る。 出動 向」

(4)評 価 の観 点 ①明治期の貧困が資本主義 の成立過程 にお ける産業構 造 の変化 に ともな う
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問題 で あ った ことを理解 で きたか。② ベ ンゲ ッ ト移民 をは じめ外 国への移民 が行 われた社 会

的背景を理解 で きたか。③現代 の発展途上 国のかかえ る外 国へ働 きに行 く労働者 の問題 が 日

本 に も存在 した ことを理解 で きたか。

(5)指 導上の留意点 ① 資料 や グラフ、図版 な どの読 み取 りに際 して は、着 目点 を説 明 して

お き、明治時代 の貧困の状況 を具体的に考察 させ るよ うに配 慮す る。② 明治時代 の 日本 と現

在 の フ ィ リピンの社 会的状 況の相違 に配慮 し、ベ ンゲ ッ ト移 民 と現代の 日本 などにお け る外

国人労働者 の問題 にっ いて説 明す る。

2.フ ィリピンの独 立運動 と経 済的困窮

(1}教 材 と して取 り上げた理 由 近代 にはいると、東南 アジア諸 国の多 くは資本主義 的国 際

経 済 に組 み込 まれ、伝統的 な地 域経済 は崩壊 し、植民地宗 主国 に依存せざ るを得 な くな った。

第二次世界大戦後 、東南 ア ジア諸国 は、独立 を達成す るが、国際経済 にお け る構造 的矛盾 の

なか で、経済 的 自立 が難 しく、多 くの国 々が経済的 に困窮 した状況 にある。今 日、東南 ア ジ

ア諸国 と日本 との関係 は、政治 ・経済 ・文化の各方面 で緊密 になって いる。 しか し、東南 ア

ジア諸国 と日本 との関係が、必ず しも東南 アジア諸国の社 会発展 に結 びつ いてい るとは言 い

難 い。 そ こで、典型 的 な植民地経済 に陥 り、現在 も経済的 自立を 目指す フ ィ リピンを事例 と

して取 り上 げ、東 南 ア ジア諸 国の経済が共通 してかかえ る構造的問題の理解 を深 め ると と も

に、発展 を阻害 して きた要因を考察 させ ることを通 して、今後の友好関係 の在 り方 を探 る こ

とを ね らい と して、本教 材を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本 時 は 「世 界史A」 の 「(4)現代世界 と日本」の 「(ウ)民族主義 とアジア ・

アフ リカ諸国」、「世界 史B」 の 「(6)20世紀 の世界」の 「Wア ジア ・アフ リカ諸 国の民族 運 動

と独立」 で扱 い、「第三世界 の抱 え る諸問題」 をテーマ として1時 間 の授業 と して構成す る。

19世 紀中 頃か ら現 代に至 るフィ リピンの歴 史を取 り上 げ、 スペイ ン及 びアメ リカの植 民地 支

配 に よるモ ノカルチ ャー経 済の形成 と、その結果生み出 され た貧困 の過程 を理解 させ る と と

もに、現在 の フィ リピンの抱 え る諸問題の歴史的背景を、植民地時代 に形成 された社 会構 造

を通 して理解 させ る。 また、今後 のフ ィ リピンと日本の共 存関係 のあ り方 を考 え させ る。

(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導
・現 在 の フ ィ ○輸 出品 目には、輸入部品 を組 み立て た工業製品 と

・「世 界 国 勢 図 会 」

・「アジア経 済1995」

リピ ンの貿 易 一次産品が多 く、先進国へ の依存型経済 であ ること

入
を 理 解 す る。

・ ス ペ イ ン 支 016世 紀 中 頃 、 ス ペ イ ンの 領 有 宣言 に よ り、 フ ィ リ ・ 「フ ィ リ ピ ン 」

配 の内容 と独 ピンの領域 の大枠が策定 され たことを理 解す る。 の名 の由来

立運動 0東 洋貿 易の中継拠点 か らプ ラ ンテー シ ョン経 営へ ・「ガ レオ ン貿 易 」

展 と支配方針 が転換 された ことによ り、大土地 所有制
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が進展 し、貧富 の差が拡大 したことを理 解す る。

・ ア メ リ カ か 0ア メ リカ支配 で領域が確 定 したこと理 解す る。

らの独立運動 ○ ア メ リカの 植 民 地 支配 の も とで 、 プ ラ ンテ ー シ ョ ・ 「ペ イ ンeオ ル

ン農 業 が 拡 大 し、 ア メ リカ依 存 の経 済 に な った こ と ドリ ッチ関 税 法 」

を 理 解 す る。 ・ 「タ イ デ ィ ン グ

○ ア メ リカ とフ ィ リピンの 不 平等 貿 易 の実 体 を知 る。 ス=マ ク ダ フ ィ 法 」

・日本 の 占領 ○ 日本 の占領で商品経 済が崩壊 した ことを知 る。

開 ・戦 後 の ブ イ 0ア メ リカが フ ィ リ ピ ン独 立 の早 期 承 認 とひ きか え ・ 「ベ ル通 商 法 」

リピ ン経 済 に不平等 貿易 を存続 させ、 フィ リピン国内に不満 が

高 ま った こ とを理 解 す る。

○近年 、 日本 への経済 的依存度 が拡大 した ことを理 ・対 米 ・対 日貿 易

解 す る。 比率

ま
・ フ ィ リ ピ ン ○現在の フィリピンの直面す る政治的 ・経済的課題 、

と 社 会の持 っ課 環境問題 などを構造的 に把握 す ることを通 して、今

め 題 後 の発展方向を考察す る。

(4>評 価 の観点 ① スペイ ン、 アメ リカ両国 の植民地支配が フィ リピン社 会に対 して政治的 ・

経済的 ・文化 的に大 きな影響 を与 えた ことを理解 で きたか。 また、独立後 の フ ィ リピン社 会

の枠組 みに大 きな影響 を与 えた ことを理解 で きたか。②現代 の国際経済 のなかで、 フ ィ リ ピ

ン経済 の抱 え る問題 が理解 で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①統計 ・図表な どの実証 的資料 によ り、 フィ リピンの近現代史 を客観

的 に理解 させ るよ うに配 慮す る。② フィ リピンの貿易統計 などの資料 を活 用 し、植民地 支配

が フィ リピ ンの地域 社会を構造 的に変化 させた ことを具体的 に理解 させ るよ う配慮す る。

3.フ ィリピン革命 にみ られる国民 国家観

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 現代 の世界各地 にみ られる民族問題 は、政 治 ・経済的 問題

に とどま らず、複雑 な歴史的背景 を もち、国家 の体制 や在 り方 に影響 を及 ぼ して いる。第二

次世界大戦後 、東南 アジア諸 国 は次々 と独立 を達成 したが、欧米列強 によ りっ くられた国境

線 を引 き継 ぎ独立 した ため、民族 の分 断、政治共 同体 と民族 の不一致 とい う矛盾 が生 じ、民

族対立 や貧 困な どの問題を抱 え る結果 とな った。そ こで、19世 紀末以来 の独立運動 のなか で

国民国家 の建設 を 目指 したフィ リピンを事例 として、国民意識 の形成 の過 程 に着 目 させ、 独

立後 の民族 問題 の要 因を考察 させ ることをね らい と して、本教材 を とりあげ た。

(2)本 時 のね らい 本 時 は3時 間構成 の第2時 限にあた る。第1時 限で は、 スペイ ンに よ る

植民地化 とカ トリック布教 を取 り扱 う。本時 では、19世 紀末 の思想家 ホセ=リ サール と、 彼

の構想 を もとに フィ リピン革命 を指導 したアギナル ドの活躍 を理解 させ るとと もに、 この構

想 にはイ スラム地域 の住民 な ど非 カ トリック教徒 が含 まれて いなか ったため、独立後 の フ ィ

リピンの民族 問題 の遠 因 とな った ことを考察 させ る。第3時 限で は、 フ ィリピンが国民 国家
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と して独立 した経過 と独立後 の民族問題 の様 々な要因 や背景 を理解 させ る。学習指導 要領 で

は、「世界史B」 の 「(7)現代の課題 」の 「ア 国際対立 と国際協調 」で扱 う。

㈲ 展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導
・ ホ セ=リ サ ○ フ ィ リ ピナ ス と い う祖 国 と フ ィ リ ピノ ス と うい国 ・図 版 「ホ セ ー リ

一 ル の生 い立 民 の構 想 を描 いた ホセ=リ サ ー ルが 、 留学 を機 に フ サ ー ル の 肖像 画 」

入 ち と業績 イ リ ピ ン人 と して の 自覚 を もった こ とを 理 解 す る。

・ フ ィ リ ピ ン ○ スペイ ンの支配 に苦 しむ民衆 が秘密結社 カテ ィプ

革命の勃発 一 ナ ンを組 織 し、武 装 蜂起 した こ とを理 解 す る。

・ ア ギ ナ ル ド ○ フ ィ リ ピ ン革 命 の 指 導権 を アギ ナ ル ドが掌 握 し、 .・ 図 版 「ア ギ ナ ル

の台頭 ホ セ=リ サ ー ル の 思 想 や カ テ ィ プ ー ナ ン の カ ト リ ッ ドの肖像 画」

展 ク信仰 を引 き継 いだ ことを理解 す る。

・米西戦争 の ○ 米 西 戦 争 に勝 利 した ア メ リカが ス ペ イ ンか らフ ィ ・地 図 「東 南 ア ジ

勃発 リピ ンを獲 得 した こ とを知 る。 ア ・太 平 洋 」

・ マ ロ ロ ス 憲 ○ ス ペ イ ン軍 を破 った アギ ナ ル ドが フ ィ リ ピ ン建 国

法の制定 とマ ロ ロス憲 法 施 行 を宣 言 した こ とを知 る。

○ マ ロロス憲法 では国民主権 と信教 の 自由を説 いて ・資 料 「マ ロ ロ ス

い る が 、 ア ギ ナ ル ドは南 部 の ム ス リム な ど非 カ ト リ 憲法(抜 粋1～3

ック教徒 を フィ リピン国民 の中に明確 に位置づ け よ 条)」

う とは せ ず 、 ま た 、 カ ト リッ クを 国民 統 合 の理 念 に ・地 図 「フ イ リ ピ

す るため、信教 の自由を停止 した ことに着 目す る。 ン 」

開 ・多民 族国家 ○ ホセ=リ サールの描 いた西欧型 の国民国家観 が、 ・資料 「1935年 憲

フ ィ リ ピ ン アメ リカの植民地統治 を経て1935年 の独立準備政府 法(抜 粋)」

に受 け継 がれたため、英語 を使 うカ トリック教徒 が ・資 料 「フ イ リ ピ

多 数 派 を形 成 し、 そ の結 果 、 ム ス リム な ど非 カ ト リ ンの言 語分析 と宗

ック教徒 が少数派 とな った ことを理解す る。 教文化圏」

ま ・民族共生 ○多数派 と少数派 の拮抗 が、国民国家 における民族

と 問題 の大 きな要因 にな って いることを理解す る。

め ○宗教や言語 などの問題を通 して、国民国家 におけ

る民 族共生の あ り方を考察す る。

(4)評 価の観点 ① フィ リピ ンが西欧型 の国民国家 をモデルに独 立 した歴史的背景 を理解 で

きたか。② アメ リカの植民地支配 は英語 を使用す るカ トリック教 徒の フィ リピン人を優遇 し、

その結果 、新 しい支配層 が形成 された ことを理解 で きたか。③ 国民 国家 にお ける民族共 生 の

方策 と して、多文化主義 ・多言語主義 を理解 で きたか。
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⑤ 指導上 の留意 点 ①主 要な言語分布 と宗教文化圏 の地図を活用 し、 フィ リピ ンの複雑 な

民族構成を理解 で きるよ う配慮す る。②発問 によ り、世界 にお ける民族問題 の事 例を あげ さ

せ、民族問題 が世界各地 で頻発 し、国際社会 にお ける大 きな課題 にな って い ることに気付 か

せ るよ う配慮す る。

4.フ ィ リピンの都市問題 とその背景

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 今 日、東南 ア ジア諸国 には先進国 などの外国 資本 が多 く進

出 し、農村 の経済 を はじあ国内経済 に大 きな影響を与えて いる。 こ うしたなかで進 め られ て

いる 「緑の革命」 などの農村 の改革 は、農民 の生 活を必ず しも豊か な ものに して いると はい

えず、農村 か ら都市へ仕事 を求 あて流 出す る人が後を絶 たない。 そのため都市 で は、失業 問

題 や住宅難 などの都市問題 が生 じている。 そ こで、 フ ィ リピンの都市問題 を事例 と して取 り

上 げ、その原因 が単 に農村 の人 口増加 などの国内問題だ けで はな く、先進国 との経 済関 係 の

中で生 じて い る構造的 な問題 に も一因 がある ことを理解 させ ることを通 して、 今後 の 日本 と

東南 ア ジア諸国 との経済 関係 を考察 させ ることをね らいと して、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本時 は、3時 間構成 の第2時 限 にあたる。第1時 限 は、マ ニラ市 にお け

る失業問題 や住宅難 などの都市 問題 と、都市 に多 くの人 口が集 中 して くる理 由にっ いて考 察

す る。本時 では、都市問題 が農村 か らの大量 の人 口移動が原因で ある こと、また、農村 の生

活が豊か にな らない理 由を、農業関連 の外国企業 などが影響を与 える経済構造 な どを通 して

理解 させ る。第3時 限 は、 フィ リピンにおけ る都市へ の人 口流入 や日本 な どへの出稼 ぎ労 働

は、農村 や都市 におけ る貧 困か ら生 まれ るもので あ り、貧困の原因 は国際経済 にお ける先進

国 と発展途上 国 との間の構造 的な問題 な どに もある ことを理解 させ る。学習指 導要領 では、

「地理B」 の 「(3)生活 と産業」の 「工 産業 ・人口の都 市集 中 と都 市問題 」で取 り扱 う。

(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導
・ フ ィ リ ピ ン ○ フィ リピンの国 内 に お け る人 口移 動 の様 子 を 知 る。 ・資 料 「フ イ リ ピ

の人 口移動 0農 村 か ら首都 マニラとその周辺部への人口移動 は、 ン地 方間 人口移動

入 近年 増加 傾向にあ ることを理解 す る。 (1948～80年)」

・人 口移 動 の ○農村 か ら都市 への人々の移住 にっいて考察す る。 ・資料 「出身地方

理由 ① 仕事を求 めて移住す る人 々が圧倒的 に多 い こと 別 の移住理 由」

② 首都 マニラに比 べ農村 の所得 が低 い こと ・資料 「地方別 月

③ 移住者 の多 くは土地 を持 たな い農民 であ ること 家 族 所 得(1980年)」

展 ・農村 が豊 か ○農 村が豊 か になれな い理 由を 「緑 の革命」 を通 し 「地方出身世帯主

になれな い理 て考 え る。 の移住前職業 」

由 ① 「緑の革命」により土地生産性が急激 に増大 し、 ・資料 「米 の土地

(緑 の革命) 食 糧 自給 が可能 にな った こと、 しか し、近代 的な 生産性の推移
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農 法が必要 にな り、耕作方法 が変化 した こと (1971年 ・1980年)

② 農民 の多 くは借金が増 え、生活 が変化 した こと 「農作業別雇用労

働力依存度の変化」

「稲作生産費支出

開 ・「緑 の 革 命 」 ○ 「緑 の革命」で多 くの利益を得 たのは商人、請負 パ ター ンの 変 化 」

の受益者 い業者、金融機関、外国 の農業関連企業(ア グ リビ ・資料 「収穫物分

ジネ ス)で あ った こと を理 解 す る。 配構造 の変化」

○豊か になれない農民 が多 く離農 して都市へ流入 し 「農業機 械輸入」

て い る こ とを理 解 す る。 「輸入 化学 肥料」

ま
・ フ ィ リ ピ ン ○ フ ィ リピンの農村 の人 々の生活 と国際経済 との関 ・構造 図 「農民 お

と

あ

農村 と国際経

済 との関係

係 につ いて考察す る。

○都市 の人 口の増加 と失業 問題 や住 宅難 な どの都市

問題 の背景 について考察 し、ま とめ る。

よ び商 人 と外国企

業の関係」

(4)評 価の観 点 ① フ ィリピンの都市問題 と農村 の人 々の生活 との関係 にっ いて理解 で きた

か。②発展途上 国の都市問題 を国際経済 との関連 で理解す ることがで きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①資料 の読 み とりには、十分時 間を取 り、考察 した内容を発表 させる。

②先進 国 とフィ リピンの一農村 との結 びっ きにっいての資料 は、農村 と国際経済 との関係 に

っ いての構 造図を事前 に作成 してお く。

皿 日本 における文化 受容 一 身近な素材 を通 して 穂 理 雇≧更

1.花 と日本人

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 「茶の湯」、「いけ花」 など、「日本 の伝 統 文 化」 と呼 ば れ

て いる ものには、わが国独 自の文化で はな く、中国文化 などの影響 を受 けて成立 し、発 展 し

た ものが多 い。例 えば 「い け花」 は、花や木を信仰の対象 としたわが国 の基層文 化 に、 中 国

か ら伝来 した仏教 の供花 な どが影響 を与 え た ことによ り成立 し、室町時代以降 に発展 した も

のであ る。 そ こで、花 と日本人 とのかかわ りを事例 と して取 り上 げ、 わが国 の文化 の構造 の

重層性 を理解 させ ることを通 して、文化の交流の持っ意味を認識 させ ることをね らいとして、

本教 材を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本 時 は3時 間構成 の第3時 限 にあた る。第1時 限 では 「唐代 の文化 の 国

際性 」を、第2時 限で は 「唐 代の文化の東 ア ジア諸 国への波及」を取 り上 げ る。本 時 では、

その具体例 と して花 と日本 人 とのかかわ りを取 り上 げ、わが国の伝統文化 の一っ であ る 「い

け花」の成立 に中国文化 が影響 を与 えた ことを考察 させ る。学 習指導要領 では、「世界 史A」

の 「(2)諸文明 の接触 と交流 」の 「イ8世 紀 の世界」、「世界 史B」 の 「(2)東ア ジア文化 圏 の

形成 と発展」 の 「ア 遊牧民族 の活動 と東 アジア世界 の形成 」で扱 う。

(3)展 開 例
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学習項目 学 習 活 動 備 考

導 ・わ が 国 の 伝 ○ 「いけ花」 は日本の伝統文化の一 っであ ることを ・写 真 、 ま た は実

統 文化 と して 確認す る。 物 の用意

入 の 「い け花 」

・わ が 国 の 風 0わ が国 には明確 な四季の変化があ り、季節 に応 じ ・ ワ ー ク シ ー ト の

土 と花 て さまざまな花が咲 くことか ら、花 は身近 な存在 で 作成

あ った ことを 理 解 す る。

。信仰 の対 象 ○仏教 の供花 などの伝来以前 より、わが国で は花 や ・ 「万 葉 集J

展 としての花 木 を信仰 の対象 と して きたことを理解 す る。

①正月 に門松を立 て一 年の安全 な どを祈 ることか

ら、 樹 木 は神 の 依代 で あ った こ と

②花見が豊作を 占う農 耕儀礼 と して始 ま った こと

か ら、桜 は豊 穣 と繁栄 の象徴 であ った こと

・中国文 化の ○花が信仰の対象か ら観賞 の対象 へ と変化 し、「い ・ 「慕 帰 絵 詞 」

伝来 と 「いけ け花」が生 まれ たことを理 解す る。 ・ 「枕 草 子 」

花」の成立 ①中国か ら仏教 とともに伝来 した供 花、花合の流

行、 また中国 の花奔園芸が影響 を与 え たこと

②中国絵画 が伝来 したことか ら 「床 の間」が発生

し、 「い け花」(立 花 様 式)の 法則 が 整 った こ と

・ 「いけ花」0豪 華 な立花様式 は江戸時代 に大成 し、 また簡素 な ・ 「大住院立 花砂

開 の発展 生花様式 も生 まれ、「いけ花」 が社会 に普及 した こ 之物図」、「挿 花

と を理 解 す る。 百規」

①立花様式 は、頂法寺池坊を中心 に発展 した こと

②禅宗 の影響か ら生 まれ た 「茶の湯 」の精神 を取

り入 れ、生花様式が生 まれた こと

・国際化 と文 0「 いけ花」 の成立、発展の事例か ら、今後 も、国 ・ ワ ー ク シ ー ト の

化交流 際化 の進展 にと もな う異文化 との交流 は、わが国の 作成

文化 の発展 に寄与す るだ ろう ことを推 測 し、文化 の

交流 の重要性 にっいて考察す る。

(4)評 価 の観 点 ① 「いけ花 」の成立 を通 して、 日本文化 の基層 におけ る重層的 な構造 を理

解で きたか。② 多 くの 日本 の伝統 文化 は、中国な どの文化 の影響 を受 け、国際性を持 って い

る ことを理解 で きたか。

(5>指 導上 の留意点 ① 「いけ花」の説 明にあた っては、絵 、写真 などを効果的 に活用 し、

具体 的に理解 で きるよ う配慮 す る。② 「いけ花」 の成立 を通 して、 日本 の文化交流 の一 般 的

な特色 を理解 させ るよ う留意 す る。
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2.飲 茶 の習慣 を通 してみた 日本 と新彊 ウイグル自治区

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 地域の文化 は、長 い歴 史の中 で、他地域 の文化 との接 触 や

交流 によ り同質化 が進 む一 方、地 域の風土 と深 くかかわ りあ いなが ら、独 自の文化的特 質 を

形 成 してい る。 日本 人の生 活の中に深 く根付 いて いる飲茶 の習慣 は、茶樹 の生育 の 自然環 境

に恵 まれた東 ア ジアにお いて高度 に成熟 す るが、茶樹栽培 に適 さない乾燥 した中国内陸地 域

や寒 冷 な シベ リア、 ヨmッ パ な どに も伝 わ りそれぞれの地域 の 自然環境 や社 会環 境 と深 く

かかわ りなが ら地域 的特色を生 み出 して いる。そ こで生徒 に とって身近 な飲茶 の習慣を素 材

と して、 日本 と乾燥地域 の飲 茶の習慣の比較 を通 して、世 界の諸地域 の文化 の一般 的共通 性

と地 方的特殊性 を考察 させ るとともに、異文化 に対 す る理解 を深 めさせ る ことをね らい と し

て、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本 時 は6時 間構成 の第3時 限にあた る。第1時 限 は 「様 々な茶 」、 第2

時 限 は 「茶 の起源 と漢民族」、第4時 限 は 「イギ リスと茶」、第5時 限 は 「現 代 の お茶 」、 第

6時 限 は 「茶 の博物館」 を学習す る。本時 で は、 日本 と新彊 ウイグル 自治区 の飲茶 の習慣 の

比較 考察を通 して、 自然環境 や社 会環境 の特性 にっ いて理解 させ る。学 習 指導 要 領 で は、

「地 理A」 「(2)世界 の人々の生活 ・文化 と交流」の 「イ 諸民族の生活 ・文化」 で扱 う。

③ 展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導
・漢 民族か ら ○ 当初 は茶 が薬 と して、漢民族へ広が り、漢民族 か

の伝播 ら周辺地域へ広 が った様子 を確認す る。

○漢民族 が 日本 や新彊 ウイグル自治区 に伝 えた団茶 ・実 物 「団 茶 」

入
は、 運 搬 に便 利 で あ った こと を知 る。

・日本 の 茶 の ○栄西 による茶 の種子 の伝播 と茶 の生産地 との関係

文化 につ いて 理 解 す る。
・実 物 「茶 の葉 」

○飲茶が、貴族、武士の文化 の一っ と して発達 した
・実物 「茶道道具」

こ とを 理 解 す る。
・模型 「門前茶屋」

○飲茶習慣の庶民への広が りにっ いて、室町時代 の
・史料 「慶 安 の御

展 門前茶屋や江戸時代の簡便な煎茶製法などを通 して 触 れ書 き」

理 解 す る。

○ 日本 の様 々 な地域の製 茶法や飲み方が、地域の 自
・実物 「製茶道具」

然環境 、社 会環境 に影響 されていることを理解す る。
・写真 「飲茶風景」

①山茶栽培②嬉野茶③碁石茶④畦畔茶⑤山村の製

茶⑥ボテボテ茶⑦結納茶⑧お茶講

○ 日本 と新 彊 ウイ グル 自治 区の気候 とを比較 し、そ
・ ワ ー ク シ ー ト

の違 い にっ い て考 察 す る。 ・資料 「気候 統 計

○新彊 ウイ グル 自治区 の遊牧民 が、現在 で も団茶 を 表」 など

飲んで いる理 由を自然環境 や社会環境 の関係 か ら考

開 察 す る。
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・新 彊 ウィ グ ① ビタ ミンの補給 源 と して ・ビデ オ 「人 間 は

ルの茶 の文化 ②一部 の イスラム教徒 の習慣 として 何 を食べて きたか

③ 茶を他地域 か ら移入す る必要性 につ いて 一 南方に嘉木あ

○ 「茶馬交易」 とい う言葉 を通 して、遊牧民 が茶 を り 」

いかに重要 な もの と考 えていたか理解す る。

ま
・日本 と新 彊 ○ 団茶 を試飲 し、感想 を発表す る。 ・実 物 「団 茶 」、

と
ウイ グルの飲

茶 の習慣 の比

○ 日本 と新彊 ウイ グル自治区 の飲茶 の習慣を比較 ・

考察 し、 自然環境 、社会環境 などの特色 につ いて整

「試飲道具」

あ
較考察 理 す る。

(4)評 価 の観点 ① 日本 と新彊 ウイグル自治区の飲茶の習慣 の比較 を通 して、 それぞれ の地

域文化 の一般的共通性 と地方的特殊性 につ いて理 解で きたか。②地域 文化の形成 に対 す る 自

然環境 、社会環境の影響 にっ いて理解で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①VTRは 、必要 に応 じ無音 声画像や静 止画像 に し、内容 を十分 考 察

させ るよう配慮す る。②史料、統計 などの資料 は精選 して提示 す るとと もに、 ゆ っ くり読 み

取 らせ るよう配慮す る。

3.豊 臣秀 吉の朝鮮出兵 とや きもの

(1)教 材 と して取 り上げた理由 茶わんや皿 などのや き もの は、私 たちの生活 の中で欠 かす

ことので きない もので ある。 やき もの は、古代の土器 に始 ま り現代 の陶磁器 に至 るまで、 朝

鮮半 島や中国 の技術を取 り入 れるなど、幾度かの技術の改良を経 なが ら、 日本人 の間で使 わ

れ続 けて きた ものである。 そ こで、身近 な素材てあ るや き ものを事例 と して、17世 紀 以降 に

普及 した陶磁器 の技術 と豊 臣秀吉 の朝鮮出兵の関係 に着 目させ、 日本 と朝鮮半 島 とのか かわ

り合 いにっ いて理解 させ る ことを通 して、 日本文 化の国際性 や 日本文化の基層 にお ける重 層

性 にっ いての認識を深 あさせ る ことをね らいと して、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本時 は5時 間構 成の第4時 限にあた る。第1時 限で は 「ヨー ロッパ 文 化

との接触 」、第2時 限では 「織豊政権 の統一事業」、第3時 限で は 「豊 臣秀吉 の 内政 と対 外 政

策」、第5時 限 では 「桃 山文化」 を学習す る。本時で は、や き ものを通 して、朝鮮 出兵 によっ

て朝鮮文 化が どの よ うに日本 に取 り入れ られ、発展 してい ったかを考 察 させ る。学 習指導 要

領 では、「日本史A」 の 「(2)幕藩体制 の形成 と推移」 の 「ア ヨーロ ッパ文化 との接触 と鎖国」、

「日本 史B」 の 「(4)幕藩体制 の推移 と文化 の動向」 の 「ア ヨー ロ ッパ 文化 との接 触 と織 豊

政権」 で扱 う。

(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導

入

・秀吉 の朝鮮

出兵の概略

○朝鮮 出兵 の意図 、経過お よび侵略 の実態 につ いて

確認す る。

・資料 「耳塚 ・鼻i

塚」il
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・朝鮮半 島か 017世 紀以降 に日本 で普及 した陶磁器の技 術 は、秀 ・ ワ ー ク シ ー ト 配

らの陶磁 器技 吉 の朝鮮出兵 によ り日本 に連れて来 られた朝鮮半 島 付

術の伝来 の陶工 たちか ら伝 え られ た もの であったことを理解 ・地 図 「日本 各地

す る 。 の窯場 」

①17世 紀以降 に陶磁器 の生産が盛ん となった地 ・写 真(実 物)「 近

展 ②薩摩焼 ・有 田焼 ・萩焼 などの成立 と朝鮮半島か 世初期の陶磁器」

ら来 日 した陶工 の生活

③諸大名が朝鮮半島の陶工を連れてきた背景

・日本 の や き ○ 日本 のや きもの と朝鮮半 島 とのかかわ り合 いを、 ・ ワ ー ク シ ー ト 「や

もの と朝鮮半 古代 まで さかのぼ り理解 す る。 きものの歴史」

島 ①須恵器 の伝来 とその普及 について ・写 真 「須 恵 器 」

② や きものの呼称(茶 わん ・徳利 ・丼 など)に 朝 ・資料 「登 り窯 の

鮮語 が残 ってい ること 絵 」

・江戸時代 の 0江 戸 時代 に は各地 で陶磁器 づ くりが発展 し、 日本 ・写 真(実 物)「 有

陶磁器の発展 人 の生活 の中に浸透 して い くとともに、有 田で焼 か 田の色絵磁器」

れた柿 右衛門式 の色絵磁器が、その芸術性 の高 さか

開 ら、 ヨ ー ロ ッパ で も大変 珍 重 され た こ とを知 る。

・朝鮮 出兵 に 0朝 鮮 出兵の際、陶工 ばか りでな く多 くの技術者 や ・ ワ ー ク シ ー ト 「朝

伴 う文化 の伝 学者 な どが捕虜 として連 れて来 られ、彼 らによ って 鮮 文化の伝来」

来 朝鮮文化 が 日本 に伝 え られた ことを理解す る。 ・写 真(実 物)「 唐

・朝鮮 出兵 と ○朝鮮 出兵を きっか けに唐辛子 が 日本 か ら朝鮮半 島 辛 子 」、 「キ ム チ 」

唐辛子 に伝え られ、食生 活が変化 した ことを知 る。

ま
・朝鮮 出兵 に ○朝 鮮出兵 によ って、陶磁器を は じめ朝鮮 文化が 日 ・ ワ ー ク シ ー ト 「文

よる文化交流 本 に取 り入れ られ たが、 それ は略奪 とい う極 めて異 化理 解 につ いて」

と 常 な形での文化交流で あったことを認識 す る。

・日本 の文 化 ○ 日本のや き ものが、外来技術を摂取 しなが ら、 日
め

受容 本社 会の中で発展 して きたことを考察す る。

(4)評 価 の観点 ① 日本 の近世 におけ る陶磁器技術 の成立 が、秀吉 の朝鮮 出兵 に由来 した と

い う経緯 を理解す ることがで きたか。② 日本 と朝鮮半 島の歴史上 のかかわ りにっ いて正 しく

認識す ることが で きたか。③ 日本 や朝鮮半 島の文化 に対 して興味 ・関心を深 め ることが で き

たか 。

(5>指 導上 の留意点 実物 や写真 などは、や きものの色 や形、厚 さや硬 さなどの変化 の様 子

が、明 瞭にわか る ものを使用す る。

4.「 なれず し」の伝播 と 「握 りず し」の誕 生

(1)教 材 と して取 り上げた理由 「す し」 は天ぷ らやす き焼 きな どと並んで、 日本 の食文 化
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を 代 表 す る食 べ 物 で あ る。 しか し、 「す し」 の起 源 は 、東 南 ア ジア の 水 田 耕 作 地 帯 で あ り、

そ こで 作 られ て い た 「な れず し」 が、 日本 に伝 播 し、 そ の 後 、 変 化 して 、現 在 の 「握 りず し」

が 生 まれ た。 今 日、 「握 りず し」 は、 ア メ リカ に お い て も食 べ られ て い る。 そ こで 、 身 近 な

素 材 で あ る 「す し」 を事 例 と して、 様 々 な 自然 環 境 に もとつ く食 文 化 の 多 様 性 と、異 文 化 の

流 入 に よ る生 活 ・文 化 の変 化 につ いて 理 解 を 深 あ させ る こ とを ね らい と して 、 本 教 材 を 取 り

上 げ た。

(2)本 時 の ね ら い 本 時 は3時 間 構 成 の 第2時 限 で あ る。第1時 限 で は 、 「モ ン ス ー ン ァ ジ

ア と米 」、 第3時 限 で は、「日本 の経 済 発展 と ア メ リカの 『す し』」 を 扱 う。 本 時 で は 、 米 と

水 田 耕 作地 帯 の 漁 業 が 結 び付 いて 「なれ ず し」 が誕 生 し、 そ れ が 日本 に伝 え られ 、 「握 りず

し」 へ と変 化 して い っ た過 程 を 理 解 させ る。学 習指 導 要 領 で は、「地 理A」 の 「② 世 界 の人 々

の生 活 ・文 化 と交 流 」 の 「ア 自然環 境 と人 間生 活 」、 「イ 諸 民 族 の生 活 ・文 化 と地 域 性 」

で扱 う。

(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・「握 りず し」 ○現在 の 「握 りず し」 の源流が琵琶湖周辺の 「フナ ・地 図 「『な れ ず

導
の源流 ず し」 で あ る こ と、 ま た、 「フナ ず し」 が 、東 南 ア し』の伝統 的分布」

ジア か ら 日本 に か けて の ア ジア モ ンス ー ン地 域 に広 ・写 真 「フナず し」

入 が る 「な れ ず し」 の一 っ で あ る ことを 知 る。

・「な れ ず し」 ○ 「なれず し」 はモ ンスー ン気候の雨季の影響 によ ・資 料 「『な れ ず

の誕生 って漁獲が集 中す る地域 にお いて、魚の保存の たあ し』 の作 り方 」

に考案 された発酵食品で あることを理解す る。

○ 「な れず し」 が、 稲 作 の伝 播 と と もに、 東 南 ア ジ ・資料 「稲 作 の伝

アか ら中国 を経て 日本 に伝え られた こと、 またその 播」

展 経路 につ いて確認す る。

・「な れ ず し」 ○室町時代、「なれず し」 が 日本 において発酵期間 ・資料 「『生 な れ 』

の変化 の短 い 「生 なれ」へ と変化す るとと もに、魚 の保存 の作 り方 と押 しず

のための食品 が、年中行事 などハ レの 日の食べ物 と し ・五 目ず し」

な って い った こ とを理 解 す る。

0「 生 な れ」 は、 魚 だ けで は な く米 を 食 べ る こ と も

主 な 目的 とな って き た こ と に着 目す る。

○江戸時代 中期 には、「生 なれ」 が 「早 ず し」 に変 ・資料 「『早 ず し』

化 し、発酵 ではな く酢酸 によって酸 味を付 ける日本 の作 り方 と海苔巻

独特 の 「す し」 が出来上が ったことを理解す る。 き 、稲 荷 ず し」

開 ・「握 りず し」 ○江戸時代後期 の江戸における屋台の流行のなかで、 ・資 料 「『す し』

の誕生 「早 ず し」 が 「握 りず し」 へ と変 化 し、 そ ば や 天 ぷ そ ば 、天 ぷ らと江

らと並ぶ代表的 な食べ物 となったことを理解す る。 戸 の屋台」
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0第 二次世界大戦以降、冷凍技術や交通機関の発達 ・資料 「『握 りず

な ど に よ り、 江戸前 の 「握 りず し」が全 国 に広 ま り、 し』 の全 国へ の広

日本を代 表す る食 べ物 に なった ことを理解す る。 が り」

ま
・日本 の文 化 0稲 作 とともに伝 え られた 「なれず し」が、「生 な

と
受容 れ」 や 「早 ず し」 などの過程 を経 て 「握 りず し」 へ

と変化 し、 日本 の食文化 を代表す る食 べ物 にな った
あ

こ とを考 察 す る。

(4>評 価の観点 ① 「なれず し」が どの ような自然環 境の下で発達 した食品 であ るかが理 解

で きたか。② 「なれず し」 を通 して、 日本文化の源流 が中国や朝鮮 ばか りではな く東 南 ア ジ

アに もある ことが理解 で きたか。③ 「なれず し」 か ら 「握 りず し」 への変化の なか で、 日本

独特 の文 化が形成 された ことを理解 で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ① 「なれず し」 の伝播 にっ いて は、地図 を活用 して空 間的 に捉 え させ

るよ うにす る。②写真や資料 を活用 し、 それぞれ の時期 の 「す し」 の変化 を具体 的 に理 解 さ

せ るよ う工夫 す る。

5.日 本 にお け る西 洋 ス ポ ー ツの 受容

(1)教 材 と して 取 り上 げ た理 由 現 在 、 ス ポー ツは 、多 くの 日本 人 に好 まれ て い る余 暇 の 過

ご し方 の 一 っ と な って い る 。 日本 に広 ま った数 多 くの ス ポ ー ツ は 、19世 紀 の イ ギ リス に起 源

を もっ 。 イ ギ リスで 生 ま れ た近 代 の ス ポ ー ッは、 明 治 期 の 日本 に伝 え られ 、学 校 教 育 の 中 で

精 神 や 肉体 を 育 成 す る方 法 と して 発 達 し、 日本 の 精 神 風 土 の中 で 日本 独 特 の ス ポ ー ツ文 化 を

形 成 した 。 しか し、現 在 の サ ッカ ーJリ ー グの 試 み は、 ヨー ロ ッパ に見 られ る地 域 密着 型 の

ク ラ ブチ ー ムを母 体 と し、 サ ッカ ーを 楽 しむ姿 勢 を もっ な ど、 日本 の ス ポ ー ッ文 化 に新 し い

方 向 を 示 して い る。 そ こで 、生 徒 に と って身 近 な ス ポー ッを素 材 と して 、 日本 に お け る西 洋

ス ポ ー ッ の受 容 の特 色 とそ の変 化 を理 解 させ る こ とを通 して、 日本 の文 化 受 容 の 特 質 に つ い

て考 察 を 深 め る ことを ね らい と して 、本 教 材 を取 り上 げ た。

(2)本 時 の ね ら い 本 時 は、5時 間 構 成 の第4時 限 で あ る。 第1時 限 で は 「じゃが い もの 伝

播 と生 活 革 命 」、 第2時 限 で は 「コー ヒーハ ウス と市 民 革 命 」、 第3時 限 で は 「産 業 革 命 と飲

茶 の大 衆 化 」、 第5時 限 で は 「ジ ャズ の誕 生 とア メ リカ型 生 活 様 式 の成 立 」 を 扱 う。 本 時 で

は、 現 代 の ス ポー ッが いっ 、 ど こで 、 なぜ誕 生 し、 そ れ が どの よ うに 日本 社 会 に受 け入 れ ら

れ たか を理 解 させ る。学 習指 導 要 領 で は、「世 界 史B」 の 「(5)近代 と世 界 の 変 容 」 の 「ア

市 民 革 命 と産 業 革 命 」、 「世 界 史A」 の 「(3)19世紀 の世 界 の形 成 と展 開 」 の 「イ 産 業 革 命 と

世 界 市場 の 形 成 」 で 扱 う。

(3)展 開 例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・現 在 の 日本 ○高等学校の運動部を手がか りに、現在、 日本 で取 ・ ワ ー ク シ ー ト 配
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導 の ス ポ ー ツ り行 わ れ て い る ス ポー ッの種 類 を確 認 す る。 付

・ ス ポ ー ツ と ○ ス ポ ー ッ と い う概 念 は、19世 紀 に ヨー ロ ッパ で確

入 武道 立 したこと、古 来、 日本に は心身鍛練 のための武道

が あ っ た こ とを理 解 す る。

・ イ ギ リ ス に ○ 現 在 、 日本 で行 わ れ て い るス ポ ー ッの多 くが 、19 ・ ワ ー ク シ ー ト

おけ る現 代 ス 世 紀 の 後 半 、 イギ リス で誕 生 した こ と知 る。

展 ポー ッの 誕 生 ○経済発展 によ り生 じた多 くの国民 の余 暇が、イギ

リスで 多 くの ス ポー ッを誕 生 させ た こ とを理解 す る。

○ パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル か ら広 ま っ た フ ッ トボ ー ル ・資料 「伝統 的 な

の ク ラ ブ チ ー ム 組 織 や 、 プ ロ ・ ア マ ー 体 の フ ッ ト ボ 民 衆 娯 楽 と フ ッ ト

一 ル協 会 につ いて 理 解 す る。 ボ ー ル 」

・日本 人 と西 ○幕末か ら明治初期の 日本 にお いて、軍 隊、学校 、

洋 ス ポ ー ツ 会 社 な ど で、 西洋 ス ポー ッが導 入 され た こ とを知 る。

○学校 の体育 の授業、部活動を通 して、西洋の競技

開 ス ポ ー ッ が 日本 で広 ま って い っ た こ とを知 る。

○修養 の手段 など として発達 した高校野球を例 に し ・写真 「プ ロ野 球 」、

て 、 日本 の ス ポ ー ツ受 容 の特 色 に気 付 か せ る。 「Jリ ー グ 」

・現 代 ス ポ ー ○ 現 代 ス ポ ー ッの多 くが、19世 紀 の イ ギ リスで 生 ま ・ ワ ー ク シ ー ト 記

ま ッの誕生 と日 れ 、 そ の後 、 日本 に導 入 さ れ た ことを 通 して 、 文 化 入

本 の ス ポ ー ツ 交流 の意義 を理解す る。

と 受容 ○ ク ラ ブチ ー ム を母 体 とす る サ ッカ ーJリ ー グの 試 ・資 料 「Jリ ー グ

み は、 今 ま で の 日本 の ス ポ ー ッ文 化 の受 容 と は違 う と ホ ー ム タ ウ ン 」

あ こ とに気 付 き、国 民 の生 活 意 識 の 変 化 が 、 ス ポ ー ツ

文化 の受容 の仕方を変化 させ ることを認識 す る。

(4)評 価 の観 点 ① 現 在 、 日本 人 が 楽 しん で い るス ポ ー ッの多 くが 、19世 紀 後 半 の イ ギ リス

で誕 生 した こ とを 理 解 で きた か 。②19世 紀 後 半 の イ ギ リスで 、多 くの ス ポ ー ッが 誕 生 し た 社

会 的背 景 を理 解 で き たか 。 ③ 高 校 野 球 とサ ッ カーJリ ー グを通 して 、 日本 の 西 洋 ス ポ ー ッ の

受 容 の変 化 に 気 付 い たか 。

㈲ 指 導 上 の留 意 点 ① 生 徒 の ス ポ ー ッに っ いて の知 識 を活 用 す る。② 絵 や 写 真 な ど は、 生

徒 に と って 身 近 な内 容 の もの を 使 用 す る。
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